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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
物 品 供 給 装 置 で 玩 具 を 供 給 す る と き に 用 い ら れ る 玩 具 収 納 用 容 器 で あ っ て 、
第 １ 外 郭 要 素 と 、 前 記 第 １ 外 郭 要 素 に 連 結 可 能 な 第 ２ 外 郭 要 素 と 、 か ら 構 成 さ れ 、
前 記 第 ２ 外 郭 要 素 は 、 本 体 部 と 、 前 記 本 体 部 の 下 端 に 設 け ら れ た 少 な く と も ２ 個 の 脚 部 と  
、 を 含 み 、
前 記 玩 具 収 納 用 容 器 は 、 前 記 第 １ 外 郭 要 素 と 前 記 第 ２ 外 郭 要 素 と を 連 結 し た 状 態 に お い て  
内 部 空 間 と 通 じ る 開 口 部 を 外 表 面 に 形 成 す る 、
玩 具 収 納 用 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 開 口 部 は 、 前 記 第 ２ 外 郭 要 素 側 に 存 す る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 玩 具 収 納 用 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 開 口 部 は 、 少 な く と も ２ 個 形 成 さ れ 、 前 記 少 な く と も ２ 個 の 脚 部 の 間 隙 で あ る 、
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 玩 具 収 納 用 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 少 な く と も ２ 個 の 脚 部 は 、 同 じ 幅 に 形 成 さ れ る 、
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 玩 具 収 納 用 容 器 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 少 な く と も ２ 個 の 開 口 部 は 、 同 じ 開 口 面 積 に 形 成 さ れ る 、

請求項の数　23　（全19頁）
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請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の 玩 具 収 納 用 容 器 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 １ 外 郭 要 素 は 、 外 観 が 球 欠 状 の 本 体 部 を 含 み 、
前 記 第 ２ 外 郭 要 素 の 前 記 本 体 部 は 、 外 観 が 球 欠 状 で あ り 、
前 記 第 １ 外 郭 要 素 と 前 記 第 ２ 外 郭 要 素 と を 連 結 し た 後 の 前 記 玩 具 収 納 用 容 器 の 外 郭 は 球 状  
の 外 観 を 成 す 、
請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 玩 具 収 納 用 容 器 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 ２ 外 郭 要 素 の 前 記 少 な く と も ２ 個 の 脚 部 の 先 端 に は 、 連 結 部 が 設 け ら れ 、
前 記 第 １ 外 郭 要 素 の 前 記 本 体 部 の 上 端 に は 、 前 記 連 結 部 が 連 結 可 能 な 少 な く と も ２ 個 の 被  
連 結 部 が 設 け ら れ て い る 、
請 求 項 ６ に 記 載 の 玩 具 収 納 用 容 器 。
【 請 求 項 ８ 】
玩 具 支 持 用 の 支 持 要 素 を さ ら に 含 み 、
前 記 第 ２ 外 郭 要 素 の 前 記 本 体 部 の 外 表 面 に は 、 前 記 支 持 要 素 を 収 容 可 能 な 溝 状 の 収 容 部 が  
設 け ら れ て い る 、
請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 玩 具 収 納 用 容 器 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 第 １ 外 郭 要 素 は 、 前 記 第 ２ 外 郭 要 素 が 連 結 可 能 な 第 ３ 外 郭 要 素 と 、 前 記 第 ３ 外 郭 要 素  
に 連 結 可 能 な 第 ４ 外 郭 要 素 と 、 か ら 成 り 、
前 記 玩 具 収 納 用 容 器 は 、 前 記 第 ２ 外 郭 要 素 と 、 前 記 第 ３ 外 郭 要 素 と 、 前 記 第 ４ 外 郭 要 素 と  
、 か ら 構 成 さ れ て い る 、
請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 玩 具 収 納 用 容 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 第 ２ 外 郭 要 素 は 、 外 観 が 球 欠 状 の 本 体 部 と 、 前 記 本 体 部 の 下 端 に 設 け ら れ た 少 な く と  
も ２ 個 の 脚 部 と 、 を 含 み 、
前 記 第 ３ 外 郭 要 素 は 、 外 観 が 球 台 状 の 本 体 部 を 含 み 、
前 記 第 ４ 外 郭 要 素 は 、 外 観 が 球 欠 状 の 本 体 部 を 含 み 、
前 記 第 ２ 外 郭 要 素 と 前 記 第 ３ 外 郭 要 素 と 前 記 第 ４ 外 郭 要 素 と を 連 結 し た 後 の 前 記 玩 具 収 納  
用 容 器 の 外 郭 は 球 状 の 外 観 を 成 す 、
請 求 項 ９ に 記 載 の 玩 具 収 納 用 容 器 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 第 ３ 外 郭 要 素 の 前 記 本 体 部 の 下 端 に は 、 円 状 の 被 連 結 部 が 設 け ら れ 、
前 記 第 ４ 外 郭 要 素 の 前 記 本 体 部 の 上 端 に は 、 前 記 被 連 結 部 に 連 結 可 能 な 環 状 の 連 結 部 が 設  
け ら れ て い る 、
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 玩 具 収 納 用 容 器 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 第 ３ 外 郭 要 素 の 前 記 被 連 結 部 の 内 側 に は 、 円 状 の 貫 通 孔 が 形 成 さ れ 、
前 記 第 ４ 外 郭 要 素 の 前 記 連 結 部 は 、 前 記 第 ４ 外 郭 要 素 を 反 転 し た 状 態 で 前 記 第 ３ 外 郭 要 素  
の 前 記 被 連 結 部 に 連 結 さ れ 、 前 記 貫 通 孔 を 閉 塞 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 、
請 求 項 １ １ に 記 載 の 玩 具 収 納 用 容 器 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 玩 具 収 納 用 容 器 は 、 前 記 第 ２ 外 郭 要 素 と 、 前 記 第 ３ 外 郭 要 素 と 、 前 記 第 ４ 外 郭 要 素 と  
、 玩 具 支 持 用 の 支 持 要 素 と 、 か ら 構 成 さ れ て い る 、
請 求 項 ９ ～ １ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 玩 具 収 納 用 容 器 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 支 持 要 素 は 、 本 体 部 と 、 前 記 本 体 部 の 端 部 に 設 け ら れ た 角 度 可 変 部 と 、 を 含 む 、
請 求 項 １ ３ に 記 載 の 玩 具 収 納 用 容 器 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 角 度 可 変 部 は 、 前 記 本 体 部 の 両 端 部 に 設 け ら れ る 、
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請 求 項 １ ４ に 記 載 の 玩 具 収 納 用 容 器 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 第 ２ 外 郭 要 素 は 、 外 観 が 球 欠 状 の 本 体 部 と 、 前 記 本 体 部 の 下 端 に 設 け ら れ た 少 な く と  
も ２ 個 の 脚 部 と 、 を 含 み 、
前 記 支 持 要 素 の 前 記 本 体 部 は 、 湾 曲 し た 形 を 成 し 、
前 記 第 ２ 外 郭 要 素 の 前 記 本 体 部 の 外 表 面 に は 、 前 記 支 持 要 素 の 前 記 本 体 部 を 収 容 可 能 な 溝  
状 の 収 容 部 が 設 け ら れ て い る 、
請 求 項 １ ４ ま た は １ ５ に 記 載 の 玩 具 収 納 用 容 器 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 第 ２ 外 郭 要 素 の 前 記 収 容 部 は 、 前 記 支 持 要 素 の 前 記 本 体 部 を 収 容 し た 状 態 に お い て 、  
前 記 支 持 要 素 の 前 記 角 度 可 変 部 が 前 記 第 ２ 外 郭 要 素 の 前 記 少 な く と も ２ 個 の 脚 部 に 沿 う 位  
置 に 設 け ら れ て い る 、
請 求 項 １ ６ に 記 載 の 玩 具 収 納 用 容 器 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 第 ３ 外 郭 要 素 は 、 外 観 が 球 台 状 の 本 体 部 を 有 し 、
前 記 第 ４ 外 郭 要 素 は 、 外 観 が 球 欠 状 の 本 体 部 を 有 し 、
前 記 第 ２ 外 郭 要 素 と 前 記 第 ３ 外 郭 要 素 と 前 記 第 ４ 外 郭 要 素 と を 連 結 し 、 か つ 、 前 記 支 持 要  
素 の 前 記 本 体 部 を 前 記 第 ２ 外 郭 要 素 の 前 記 収 容 部 に 収 容 し た 後 の 前 記 玩 具 収 納 用 容 器 の 外  
郭 は 球 状 の 外 観 を 成 す 、
請 求 項 １ ６ ま た は １ ７ に 記 載 の 玩 具 収 納 用 容 器 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 第 ３ 外 郭 要 素 の 上 端 に は 、 前 記 第 ２ 外 郭 要 素 と 前 記 第 ３ 外 郭 要 素 と を 連 結 し 、 か つ 、  
前 記 支 持 要 素 の 前 記 本 体 部 を 前 記 第 ２ 外 郭 要 素 の 前 記 収 容 部 に 収 容 し た 状 態 に お い て 、 前  
記 支 持 要 素 の 前 記 角 度 可 変 部 の 端 部 を 差 込 可 能 な 第 １ 差 込 部 が 設 け ら れ て い る 、
請 求 項 １ ６ ～ １ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 玩 具 収 納 用 容 器 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 第 ３ 外 郭 要 素 の 下 端 に は 、 前 記 支 持 要 素 の 前 記 角 度 可 変 部 の 端 部 を 差 込 可 能 な 第 ２ 差  
込 部 が 設 け ら れ て い る 、
請 求 項 １ ８ ま た は １ ９ に 記 載 の 玩 具 収 納 用 容 器 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 第 ３ 外 郭 要 素 の 前 記 本 体 部 の 下 端 に は 、 円 状 の 被 連 結 部 が 設 け ら れ 、
前 記 第 ４ 外 郭 要 素 の 前 記 本 体 部 の 上 端 に は 、 前 記 被 連 結 部 に 連 結 可 能 な 環 状 の 連 結 部 が 設  
け ら れ 、
前 記 第 ３ 外 郭 要 素 の 前 記 第 ２ 差 込 部 は 、 前 記 第 ３ 外 郭 要 素 の 被 連 結 部 の 内 側 に 存 し 、
前 記 第 ４ 外 郭 要 素 の 前 記 本 体 部 の 上 端 周 囲 に は 、 前 記 第 ３ 外 郭 要 素 の 前 記 第 ２ 差 込 部 を 受  
容 す る 受 容 部 が 設 け ら れ て い る 、
請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 玩 具 収 納 用 容 器 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 玩 具 収 納 用 容 器 に は 、 前 記 支 持 要 素 に 着 脱 可 能 な 支 持 補 助 要 素 が 付 属 さ れ て い る 、
請 求 項 １ ３ ～ ２ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 玩 具 収 納 用 容 器 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
請 求 項 １ ～ ２ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 前 記 玩 具 収 納 用 容 器 の 内 部 空 間 に 玩 具 が 収 納 さ れ  
て い る 、
玩 具 収 納 物 品 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 自 動 販 売 機 等 の 物 品 供 給 装 置 で 玩 具 を 供 給 す る と き に 用 い ら れ る 玩 具 収 納 用 容  
器 と 、 当 該 容 器 を 用 い た 玩 具 収 納 物 品 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
前 掲 の 玩 具 収 納 用 容 器 は 、 一 般 に 連 結 可 能 な 半 球 状 の ２ つ の 部 品 か ら 成 り 、 玩 具 は 連 結 状  
態 の 球 状 の 容 器 の 内 部 空 間 に 収 納 さ れ て い る （ 後 記 特 許 文 献 １ の 図 ５ を 参 照 ） 。 ま た 、 玩  
具 収 納 後 の 容 器 （ 玩 具 収 納 物 品 ） は 、 自 動 販 売 機 等 の 物 品 供 給 装 置 の 供 給 対 象 と な る 。 ち  
な み に 、 こ こ で の 「 半 球 状 」 と 「 球 状 」 は 、 半 球 形 と 球 形 の 他 に 各 々 に 類 似 の 外 観 を 成 す  
も の を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
と こ ろ で 、 玩 具 を 取 り 出 し た 後 の 容 器 は 、 通 常 、 不 要 と な っ た 段 階 で 廃 棄 さ れ る 。 容 器 の  
原 材 料 は 一 般 に 合 成 樹 脂 で あ る た め 、 不 要 と な っ た 容 器 が 資 源 ゴ ミ と し て 廃 棄 さ れ る 場 合  
は 別 と し て 、 可 燃 ゴ ミ や 不 燃 ゴ ミ と し て 廃 棄 さ れ る 場 合 が あ る こ と を 環 境 保 全 の 観 点 か ら  
思 慮 す る 必 要 が あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ７ ５ ４ ７ ６ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 環 境 に 優 し い 玩 具 収 納 用 容 器 お よ び 玩 具 収 納 物 品 を 提  
供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 玩 具 収 納 用 容 器 は 、 物 品 供 給 装 置 で 玩 具 を 供 給 す  
る と き に 用 い ら れ る も の で あ り 、 第 １ 外 郭 要 素 と 、 第 １ 外 郭 要 素 に 連 結 可 能 な 第 ２ 外 郭 要  
素 と か ら 構 成 さ れ 、 第 ２ 外 郭 要 素 は 、 本 体 部 と 、 本 体 部 の 下 端 に 設 け ら れ た 少 な く と も ２  
個 の 脚 部 と 、 を 含 み 、 玩 具 収 納 用 容 器 は 、 第 １ 外 郭 要 素 と 第 ２ 外 郭 要 素 と を 連 結 し た 状 態  
に お い て 内 部 空 間 と 通 じ る 開 口 部 を 外 表 面 に 形 成 す る 。 一 方 、 本 発 明 に 係 る 玩 具 収 納 物 品  
は 、 前 掲 の 玩 具 収 納 用 容 器 の 内 部 空 間 に 玩 具 が 収 納 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 環 境 に 優 し い 玩 具 収 納 用 容 器 お よ び 玩 具 収 納 物 品 を 提 供 す る こ と が で き  
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 図 １ （ Ａ ） は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 玩 具 収 納 用 容 器 の 前 面 図 、 図 １ （ Ｂ ）  
は 同 左 側 面 図 、 図 １ （ Ｃ ） は 同 上 面 図 、 図 １ （ Ｄ ） は 図 １ （ Ｂ ） の Ｄ － Ｄ 線 拡 大 断 面 図 で  
あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ （ Ａ ） は 図 １ に 示 し た 第 １ 外 郭 要 素 の 上 面 図 、 図 ２ （ Ｂ ） は 図 １ に 示 し た 第  
２ 外 郭 要 素 の 下 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ （ Ａ ） お よ び 図 ３ （ Ｂ ） は 図 １ に 示 し た 玩 具 収 納 用 容 器 へ の 玩 具 の 収 納 方 法  
の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ （ Ａ ） お よ び 図 ４ （ Ｂ ） は 図 １ に 示 し た 玩 具 収 納 用 容 器 の 変 形 例 の 説 明 図 で  
あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ （ Ａ ） は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 玩 具 収 納 用 容 器 の 前 面 図 、 図 ５ （ Ｂ ）  
は 同 下 面 図 、 図 ５ （ Ｃ ） は 図 ５ （ Ｂ ） の Ｃ － Ｃ 線 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ （ Ａ ） は 図 ５ に 示 し た 第 ３ 外 郭 要 素 の 上 面 図 、 図 ６ （ Ｂ ） は 図 ５ に 示 し た 第  
４ 外 郭 要 素 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ （ Ａ ） ～ 図 ７ （ Ｃ ） は 図 ５ に 示 し た 玩 具 収 納 用 容 器 の 第 ３ 外 郭 要 素 お よ び 第  
４ 外 郭 要 素 の 利 用 方 法 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 図 ５ に 示 し た 玩 具 収 納 用 容 器 の 変 形 例 の 説 明 図 で あ る 。
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【 図 ９ 】 図 ９ （ Ａ ） は 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 玩 具 収 納 用 容 器 の 前 面 図 、 図 ９ （ Ｂ ）  
は 同 左 側 面 図 、 図 ９ （ Ｃ ） は 同 上 面 図 、 図 ９ （ Ｄ ） は 同 下 面 図 、 図 ９ （ Ｅ ） は 図 ９ （ Ｂ ）  
の Ｅ － Ｅ 線 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ （ Ａ ） は 図 ９ に 示 し た 第 ３ 外 郭 要 素 の 上 面 図 、 図 １ ０ （ Ｂ ） は 図 ９ に 示  
し た 第 ２ 外 郭 要 素 の 下 面 図 、 図 １ ０ （ Ｃ ） は 図 ９ に 示 し た 第 ４ 外 郭 要 素 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ （ Ａ ） は 図 ９ に 示 し た 支 持 要 素 の 前 面 図 、 図 １ １ （ Ｂ ） は 同 後 面 図 、 図  
１ １ （ Ｃ ） は 図 １ １ （ Ａ ） に 示 し た 本 体 部 の 部 分 拡 大 図 、 図 １ １ （ Ｄ ） は 同 左 側 面 図 、 図  
１ １ （ Ｅ ） は 図 １ １ （ Ａ ） に 示 し た 角 度 可 変 部 の 拡 大 図 、 図 １ １ （ Ｆ ） は 同 左 側 面 図 、 図  
１ １ （ Ｇ ） は 図 １ １ （ Ｅ ） の Ｇ － Ｇ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ （ Ａ ） お よ び 図 １ ２ （ Ｂ ） は 図 ９ に 示 し た 玩 具 収 納 用 容 器 の 第 ３ 外 郭 要  
素 、 第 ４ 外 郭 要 素 お よ び 支 持 要 素 の 利 用 方 法 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ （ Ａ ） は 支 持 補 助 要 素 （ 一 例 ） の 拡 大 前 面 図 、 図 １ ３ （ Ｂ ） は 同 拡 大 左  
側 面 図 、 図 １ ３ （ Ｃ ） は 同 拡 大 右 側 面 図 、 図 １ ３ （ Ｄ ） は 図 １ ３ （ Ａ ） ～ 図 １ ３ （ Ｃ ） に  
示 し た 支 持 補 助 要 素 の 利 用 方 法 の 説 明 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
以 下 の 説 明 で は 、 便 宜 上 、 図 １ （ Ａ ） の 手 前 側 を 前 、 奥 側 を 後 、 左 側 を 右 、 右 側 を 左 、 上  
側 を 上 、 下 側 を 下 と 表 記 し 、 他 の 図 に つ い て も こ れ に 準 じ て 向 き を 表 記 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 以 下 の 説 明 で 用 い た 「 球 欠 状 」 と 「 球 台 状 」 と 「 球 状 」 は 、 球 欠 形 と 球 台 形 と 球 形  
の 他 に 各 々 に 類 似 の 外 観 を 成 す も の を 含 む 。
【 ０ ０ １ １ 】
《 第 １ 実 施 形 態 》
ま ず 、 図 １ お よ び 図 ２ を 用 い て 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 玩 具 収 納 用 容 器 １ ０ （ 以 下  
、 単 に 容 器 １ ０ と 言 う ） の 構 成 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 容 器 １ ０ は 、 自 動 販 売 機 等 の 物 品 供 給 装 置 で 玩 具 を 供 給 す る と き に 用 い ら れ る 玩 具 収  
納 用 の 容 器 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
容 器 １ ０ は 、 合 成 樹 脂 製 の 第 １ 外 郭 要 素 １ １ と 、 第 １ 外 郭 要 素 １ １ に 連 結 可 能 な 合 成 樹 脂  
製 の 第 ２ 外 郭 要 素 １ ２ と 、 か ら 構 成 さ れ て お り 、 当 該 容 器 １ ０ は 、 第 １ 外 郭 要 素 １ １ と 第  
２ 外 郭 要 素 １ ２ と を 連 結 し た 状 態 に お い て 内 部 空 間 （ 符 号 省 略 ） と 通 じ る ２ 個 の 開 口 部 Ｏ  
Ｐ を 外 表 面 （ 第 ２ 外 郭 要 素 １ ２ 側 ） に 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 １ 外 郭 要 素 １ １ は 、 外 観 が 球 欠 状 の 本 体 部 １ １ ａ と 、 本 体 部 １ １ ａ の 上 端 内 側 に 設 け ら  
れ た 上 面 視 で １ ８ ０ 度 対 称 の ２ 個 の 張 出 部 １ １ ｂ と を 有 し 、 各 張 出 部 １ １ ｂ に は 、 上 面 視  
で １ ８ ０ 度 対 称 の 矩 形 状 の 被 連 結 部 １ １ ｂ １ が 設 け ら れ て い る （ 図 ２ （ Ａ ） を 参 照 ） 。 各  
張 出 部 １ １ ｂ の 上 面 は 、 本 体 部 １ １ ａ の 上 端 と 面 一 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
第 １ 外 郭 要 素 １ １ の 上 下 方 向 寸 法 は 、 好 ま し く は 図 １ （ Ａ ） に 示 し た 容 器 １ ０ の 上 下 方 向  
寸 法 の １ ／ ２ 以 下 で あ る 。 ち な み に 、 容 器 １ ０ の 最 大 寸 法 お よ び 合 成 樹 脂 の 種 類 等 に も よ  
る が 、 本 体 部 １ １ ａ の 厚 さ は 好 ま し く は １ ｍ ｍ ～ ２ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
第 ２ 外 郭 要 素 １ ２ は 、 外 観 が 球 欠 状 の 本 体 部 １ ２ ａ と 、 本 体 部 １ ２ ａ の 下 端 に 設 け ら れ た  
下 面 視 で １ ８ ０ 度 対 称 の ２ 個 の 横 断 面 矩 形 状 の 脚 部 １ ２ ｂ と を 有 し 、 各 脚 部 １ ２ ｂ の 下 端  
に は 、 下 面 視 で １ ８ ０ 度 対 称 の 横 断 面 矩 形 状 の 連 結 部 １ ２ ｂ １ が 設 け ら れ て い る （ 図 ２ （  
Ｂ ） を 参 照 ） 。 各 脚 部 １ ２ ｂ の 連 結 部 １ ２ ｂ １ は 、 第 １ 外 郭 要 素 １ １ の 各 被 連 結 部 １ １ ｂ  
１ へ の 嵌 め 込 み と そ の 解 除 を 可 能 と し て い る （ 図 １ （ Ｄ ） を 参 照 ） 。 図 面 に は 連 結 部 １ ２  
ｂ １ と し て 脚 部 １ ２ ｂ よ り も 幅 が 小 さ い も の を 描 い て い る が 、 連 結 部 １ ２ ｂ １ の 幅 を 脚 部  
１ ２ ｂ の 幅 と 同 じ に し て も よ い 。 無 論 、 嵌 め 込 み と そ の 解 除 が 可 能 で あ れ ば 、 各 連 結 部 １  



10

20

30

40

50

JP 7011375 B2 2022.2.10(6)

２ ｂ １ と 各 被 連 結 部 １ １ ｂ １ は 、 横 断 面 が 円 状 や 多 角 状 等 の も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
各 脚 部 １ ２ ｂ の 外 表 面 は 本 体 部 １ ２ ａ の 外 表 面 と 連 続 し た 丸 み が あ り 、 内 面 は 平 坦 面 で あ  
る た め 、 本 体 部 １ ２ ａ と 厚 さ と 同 じ 基 端 よ り も 下 方 に は 本 体 部 １ ２ ａ よ り も 厚 さ が 大 き い  
部 分 が あ る 。 こ の よ う に し た 理 由 は 、 各 脚 部 １ ２ ｂ の 幅 が 小 さ い 場 合 の 強 度 向 上 を 図 る こ  
と に あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
第 ２ 外 郭 要 素 １ ２ の 上 下 方 向 寸 法 は 、 図 １ （ Ａ ） に 示 し た 容 器 １ ０ の 上 下 方 向 寸 法 の １ ／  
２ よ り も 大 き い も の の 、 本 体 部 １ ２ ａ の 上 下 方 向 寸 法 は 、 好 ま し く は 図 １ （ Ａ ） に 示 し た  
容 器 １ ０ の 上 下 方 向 寸 法 の １ ／ ３ 以 下 で あ る 。 ち な み に 、 容 器 １ ０ の 最 大 寸 法 お よ び 合 成  
樹 脂 の 種 類 等 に も よ る が 、 本 体 部 １ ２ ａ の 厚 さ は 好 ま し く は １ ｍ ｍ ～ ２ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
第 ２ 外 郭 要 素 １ ２ を 第 １ 外 郭 要 素 １ １ に 連 結 す る と き は 、 第 ２ 外 郭 要 素 １ ２ の 各 脚 部 １ ２  
ｂ の 連 結 部 １ ２ ｂ １ を 、 第 １ 外 郭 要 素 １ １ の 各 被 連 結 部 １ １ ｂ １ に 嵌 め 込 め ば よ い （ 図 １  
（ Ｄ ） を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
第 １ 外 郭 要 素 １ １ と 第 ２ 外 郭 要 素 １ ２ と を 連 結 し た 状 態 で は 、 第 ２ 外 郭 要 素 １ ２ の 各 脚 部  
１ ２ ｂ の 間 隙 に よ り ２ 個 の 開 口 部 Ｏ Ｐ が 第 ２ 外 郭 要 素 １ ２ の 本 体 部 １ ２ ａ と 第 １ 外 郭 要 素  
１ １ と の 間 に 形 成 さ れ る 。 第 ２ 外 郭 要 素 １ ２ の 各 脚 部 １ ２ ｂ が 同 じ 幅 を 有 し 下 面 視 で １ ８  
０ 度 対 称 の 場 合 、 各 開 口 部 Ｏ Ｐ は 同 じ 開 口 面 積 と な る （ 図 １ （ Ａ ） ～ 図 １ （ Ｃ ） を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
す な わ ち 、 第 １ 外 郭 要 素 １ １ と 第 ２ 外 郭 要 素 １ ２ と を 連 結 し た 後 の 容 器 １ ０ の 外 郭 は 球 状  
の 外 観 を 成 し 、 内 部 空 間 に 通 じ る ２ 個 の 開 口 部 Ｏ Ｐ を 外 表 面 に 形 成 す る も の と な る （ 図 １  
（ Ａ ） ～ 図 １ （ Ｃ ） を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 図 ３ を 用 い て 、 前 記 容 器 １ ０ へ の 玩 具 Ｔ Ｏ Ｙ の 収 納 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
容 器 １ ０ に 収 納 可 能 な 玩 具 Ｔ Ｏ Ｙ に は 、 非 組 み 立 て 式 の も の と 組 み 立 て 式 の も の と が あ り  
、 組 み 立 て 式 の も の は 組 み 立 て 可 能 な 複 数 の 部 品 か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
玩 具 Ｔ Ｏ Ｙ が 非 組 み 立 て 式 の も の の と き は 、 図 ３ （ Ａ ） お よ び 図 ３ （ Ｂ ） に 示 し た よ う に  
、 玩 具 Ｔ Ｏ Ｙ を 第 １ 外 郭 要 素 １ １ の 内 側 に 入 れ 、 そ の 上 に 第 ２ 外 郭 要 素 １ ２ を 被 せ て 各 脚  
部 １ ２ ｂ の 連 結 部 １ ２ ｂ １ を 第 １ 外 郭 要 素 １ １ の 各 被 連 結 部 １ １ ｂ １ に 嵌 め 込 み 、 必 要 に  
応 じ て 玩 具 収 納 後 の 容 器 １ ０ を 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム で 覆 え ば よ い 。 無 論 、 収 納 前 の 玩 具 Ｔ Ｏ  
Ｙ は 合 成 樹 脂 袋 に 詰 め た も の や 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム で 覆 っ た も の 等 で あ っ て も よ い 。 図 面 に  
は 非 組 み 立 て 式 の 玩 具 Ｔ Ｏ Ｙ と し て 球 状 の も の を 便 宜 的 に 描 い て い る が 、 非 組 み 立 て 式 の  
玩 具 は 球 状 以 外 の 外 観 を 成 す 他 の 立 体 物 で あ っ て も よ く 、 種 類 （ 模 倣 対 象 を 含 む ） に も 特  
段 の 制 限 は な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
一 方 、 玩 具 Ｔ Ｏ Ｙ が 組 み 立 て 式 の も の の と き は 、 当 該 玩 具 Ｔ Ｏ Ｙ を 構 成 す る 複 数 の 部 品 を  
合 成 樹 脂 袋 に 詰 め た も の や 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム で 覆 っ た も の を 第 １ 外 郭 要 素 １ １ の 内 側 に 入  
れ 、 そ の 上 に 第 ２ 外 郭 要 素 １ ２ を 被 せ て 各 脚 部 １ ２ ｂ の 連 結 部 １ ２ ｂ １ を 第 １ 外 郭 要 素 １  
１ の 各 被 連 結 部 １ １ ｂ １ に 嵌 め 込 み 、 必 要 に 応 じ て 玩 具 収 納 後 の 容 器 １ ０ を 合 成 樹 脂 フ ィ  
ル ム で 覆 え ば よ い 。 無 論 、 非 組 み 立 て 式 の も の と 同 様 、 組 み 立 て 式 の 玩 具 は 球 状 以 外 の 外  
観 を 成 す 他 の 立 体 物 で あ っ て も よ く 、 種 類 （ 模 倣 対 象 を 含 む ） に も 特 段 の 制 限 は な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 玩 具 Ｔ Ｏ Ｙ が 組 み 立 て 式 の も の の と き は 、 当 該 玩 具 Ｔ Ｏ Ｙ を 構 成 す る 複 数 の 部 品 を  
そ の ま ま 容 器 １ ０ に 収 納 し て 、 玩 具 収 納 後 の 容 器 １ ０ を 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム で 覆 う よ う に し  
て も よ い 。 こ の 場 合 、 一 部 の 部 品 が ２ 個 の 開 口 部 Ｏ Ｐ か ら 部 分 的 に は み 出 る 可 能 性 が あ る  
が 、 は み 出 し の 程 度 が 小 さ け れ ば 、 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム で 覆 わ れ た 玩 具 収 納 後 の 容 器 １ ０ （  
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玩 具 収 納 物 品 ） を 自 動 販 売 機 等 の 物 品 供 給 装 置 で 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
な お 、 玩 具 収 納 後 の 容 器 １ ０ （ 玩 具 収 納 物 品 ） か ら 玩 具 Ｔ Ｏ Ｙ （ 非 組 み 立 て 式 の も の ま た  
は 組 み 立 て 式 も の ） を 取 り 出 す と き は 、 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム で 覆 わ れ て い る 場 合 に は こ れ を  
取 り 除 い て か ら 、 第 １ 外 郭 要 素 １ １ と 第 ２ 外 郭 要 素 １ ２ と の 連 結 を 解 除 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 に 、 図 ４ を 用 い て 、 前 記 容 器 １ ０ の 変 形 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 １ お よ び 図 ２ に は 第 ２ 外 郭 要 素 １ ２ と し て ２ 個 の 脚 部 １ ２ ｂ を 有 す る も の を 示 し た が 、  
図 ４ （ Ａ ） に 示 し た よ う に 脚 部 １ ２ ｂ を ４ 個 （ 開 口 部 Ｏ Ｐ も ４ 個 ） と し た り 、 ま た は 、 ３  
個 （ 開 口 部 Ｏ Ｐ も ３ 個 ） や ５ 個 以 上 （ 開 口 部 Ｏ Ｐ も ５ 個 以 上 ） と し て も よ い 。 た だ し 、 脚  
部 １ ２ ｂ を ３ 個 以 上 と す る 場 合 に は 開 口 部 Ｏ Ｐ の 総 開 口 面 積 が 小 さ く な ら な い よ う に 各 脚  
部 １ ２ ｂ の 幅 を 調 整 す る こ と が 好 ま し い 。 無 論 、 脚 部 １ ２ ｂ を １ 個 （ 開 口 部 Ｏ Ｐ も １ 個 ）  
と し て も よ い が 、 こ の 場 合 に は 脚 部 １ ２ ｂ に 充 分 な 強 度 が 得 ら れ る よ う に そ の 幅 ま た は 厚  
さ を 調 整 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 図 １ お よ び 図 ２ に は 第 ２ 外 郭 要 素 １ ２ の ２ 個 の 脚 部 １ ２ ｂ と し て そ の 厚 さ が 均 一 で  
な い も の を 示 し た が 、 図 ４ （ Ｂ ） に 示 し た よ う に 脚 部 １ ２ ｂ ’ の 厚 さ を 均 一 （ 例 え ば 本 体 部  
１ ２ ａ と 同 じ 厚 さ ） と し て そ の 下 端 内 側 に 逆 Ｌ 状 の 連 結 部 １ ２ ｂ １ ’ を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
さ ら に 、 図 １ お よ び 図 ２ に は ２ 個 の 開 口 部 Ｏ Ｐ が 容 器 １ ０ の 第 ２ 外 郭 要 素 １ ２ 側 に 存 す る  
も の を 示 し た が 、 各 開 口 部 Ｏ Ｐ に 対 応 す る 凹 み を 第 １ 外 郭 要 素 １ １ の 上 端 に 設 け て 、 各 開  
口 部 Ｏ Ｐ の 開 口 面 積 の 増 加 を 図 る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
次 に 、 前 記 容 器 １ ０ に よ っ て 得 ら れ る 主 た る 効 果 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
容 器 １ ０ は 、 第 １ 外 郭 要 素 １ １ と 第 ２ 外 郭 要 素 １ ２ と を 連 結 し た 状 態 に お い て 内 部 空 間 と  
通 じ る 開 口 部 Ｏ Ｐ を 外 表 面 に 形 成 す る た め 、 従 前 の 容 器 と 比 べ て 、 容 器 １ ０ に 使 用 さ れ る  
原 材 料 （ 合 成 樹 脂 ） の 量 を 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。 よ っ て 、 不 要 と な っ た 第 １ 外 郭 要  
素 １ １ と 第 ２ 外 郭 要 素 １ ２ が 可 燃 ゴ ミ や 不 燃 ゴ ミ と し て 廃 棄 さ れ た 場 合 で も 多 少 な り と も  
環 境 保 全 に 貢 献 で き る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
《 第 ２ 実 施 形 態 》
次 に 、 図 ５ お よ び 図 ６ を 用 い て 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 玩 具 収 納 用 容 器 ２ ０ （ 以 下  
、 単 に 容 器 ２ ０ と 言 う ） の 構 成 を 説 明 す る 。 な お 、 こ の 説 明 で は 第 １ 実 施 形 態 の 説 明 に 用  
い た 図 を 適 宜 引 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の 容 器 ２ ０ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 容 器 １ ０ と 同 様 、 自 動 販 売 機 等 の 物 品 供 給 装 置 で 玩  
具 を 供 給 す る と き に 用 い ら れ る 玩 具 収 納 用 の 容 器 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の 容 器 ２ ０ が 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 容 器 １ ０ と 異 な る と こ ろ は 、
・ 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 容 器 １ ０ の 第 １ 外 郭 要 素 １ １ が 、 第 ２ 外 郭 要 素 ２ ２ が 連 結 可 能 な 第
３ 外 郭 要 素 ２ １ と 、 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ に 連 結 可 能 な 第 ４ 外 郭 要 素 ２ ３ と 、 か ら 成 る 点
に あ る 。 換 言 す れ ば 、 容 器 ２ ０ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 容 器 １ ０ の 第 １ 外 郭 要 素 １ １ を 第  
３ 外 郭 要 素 ２ １ と 第 ４ 外 郭 要 素 ２ ３ と に よ っ て 構 成 し た も の で あ る た め 、 第 ２ 実 施 形 態 に  
係 る 容 器 ３ ０ の 説 明 に 「 第 １ 外 郭 要 素 」 の 名 称 を 便 宜 上 使 用 し て い な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
す な わ ち 、 容 器 ２ ０ は 、 合 成 樹 脂 製 の 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ と 、 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ に 連 結 可 能  
な 合 成 樹 脂 製 の 第 ２ 外 郭 要 素 ２ ２ と 、 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ に 連 結 可 能 な 合 成 樹 脂 製 の 第 ４ 外  
郭 要 素 ２ ３ と 、 か ら 構 成 さ れ て お り 、 当 該 容 器 ２ ０ は 、 第 ２ 外 郭 要 素 ２ ２ と 第 ３ 外 郭 要 素  
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２ １ と 第 ４ 外 郭 要 素 ２ ３ と を 連 結 し た 状 態 に お い て 内 部 空 間 （ 符 号 省 略 ） と 通 じ る ２ 個 の  
開 口 部 Ｏ Ｐ を 外 表 面 （ 第 ２ 外 郭 要 素 ２ ２ 側 ） に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ は 、 外 観 が 球 台 状 の 本 体 部 ２ １ ａ と 、 本 体 部 ２ １ ａ の 上 端 内 側 に 設 け ら  
れ た 上 面 視 で １ ８ ０ 度 対 称 の ２ 個 の 張 出 部 ２ １ ｂ と を 有 し 、 各 張 出 部 ２ １ ｂ に は 、 上 面 視  
で １ ８ ０ 度 対 称 の 矩 形 状 の 被 連 結 部 ２ １ ｂ １ が 設 け ら れ て い る （ 図 ６ （ Ａ ） を 参 照 ） 。 各  
張 出 部 ２ １ ｂ の 上 面 は 、 本 体 部 ２ １ ａ の 上 端 と 面 一 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ は 、 本 体 部 ２ １ ａ の 下 端 に 設 け ら れ た 下 面 視 が 円 状 の 被 連 結 部 ２  
１ ｃ と 、 被 連 結 部 ２ １ ｃ の 内 側 に 設 け ら れ た 下 面 視 が 円 状 の 貫 通 孔 ２ １ ｃ １ と を 有 し 、 被  
連 結 部 ２ １ ｃ の 周 囲 （ 本 体 部 ２ １ ａ の 下 端 ） は 、 下 面 視 が 環 状 の 平 坦 面 ２ １ ｃ ２ と な っ て  
い る （ 図 ５ （ Ｃ ） を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ の 上 下 方 向 寸 法 は 、 好 ま し く は 図 ５ （ Ａ ） に 示 し た 容 器 ２ ０ の 上 下 方 向  
寸 法 の １ ／ ３ 以 下 で あ る 。 ち な み に 、 容 器 ２ ０ の 最 大 寸 法 お よ び 合 成 樹 脂 の 種 類 等 に も よ  
る が 、 本 体 部 ２ １ ａ の 厚 さ は 好 ま し く は １ ｍ ｍ ～ ２ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
第 ２ 外 郭 要 素 ２ ２ は 、 外 観 が 球 欠 状 の 本 体 部 ２ ２ ａ と 、 本 体 部 ２ ２ ａ の 下 端 に 設 け ら れ た  
下 面 視 で １ ８ ０ 度 対 称 の ２ 個 の 横 断 面 矩 形 状 の 脚 部 ２ ２ ｂ と を 有 し 、 各 脚 部 ２ ２ ｂ の 下 端  
に は 、 下 面 視 で １ ８ ０ 度 対 称 の 横 断 面 矩 形 状 の 連 結 部 ２ ２ ｂ １ （ 図 示 省 略 ） が 設 け ら れ て  
い る （ 図 ２ （ Ｂ ） を 参 照 ） 。 各 脚 部 ２ ２ ｂ の 連 結 部 ２ ２ ｂ １ は 、 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ の 各 被  
連 結 部 ２ １ ｂ １ へ の 嵌 め 込 み と そ の 解 除 を 可 能 と し て い る （ 図 １ （ Ｄ ） を 参 照 ） 。 第 １ 実  
施 形 態 に 係 る 容 器 １ ０ と 同 様 、 連 結 部 ２ ２ ｂ １ の 幅 は 脚 部 ２ ２ ｂ の 幅 と 同 じ に し て も よ い  
。 無 論 、 嵌 め 込 み と そ の 解 除 が 可 能 で あ れ ば 、 各 連 結 部 ２ ２ ｂ １ と 各 被 連 結 部 ２ １ ｂ １ は  
、 横 断 面 が 円 状 や 多 角 状 等 の も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
各 脚 部 ２ ２ ｂ の 外 表 面 は 本 体 部 ２ ２ ａ の 外 表 面 と 連 続 し た 丸 み が あ り 、 内 面 は 平 坦 面 で あ  
る た め 、 本 体 部 ２ ２ ａ と 厚 さ と 同 じ 基 端 よ り も 下 方 に は 本 体 部 ２ ２ ａ よ り も 厚 さ が 大 き い  
部 分 が あ る 。 こ の よ う に し た 理 由 は 、 各 脚 部 ２ ２ ｂ の 幅 が 小 さ い 場 合 の 強 度 向 上 を 図 る こ  
と に あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
第 ２ 外 郭 要 素 ２ ２ の 上 下 方 向 寸 法 は 、 図 ５ （ Ａ ） に 示 し た 容 器 ２ ０ の 上 下 方 向 寸 法 の １ ／  
２ よ り も 大 き い も の の 、 本 体 部 ２ ２ ａ の 上 下 方 向 寸 法 は 、 好 ま し く は 図 ５ （ Ａ ） に 示 し た  
容 器 ２ ０ の 上 下 方 向 寸 法 の １ ／ ３ 以 下 で あ る 。 ち な み に 、 容 器 ２ ０ の 最 大 寸 法 お よ び 合 成  
樹 脂 の 種 類 等 に も よ る が 、 本 体 部 ２ ２ ａ の 厚 さ は 好 ま し く は １ ｍ ｍ ～ ２ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
第 ４ 外 郭 要 素 ２ ３ は 、 外 観 が 球 欠 状 の 本 体 部 ２ ３ ａ と 、 本 体 部 ２ ３ ａ の 上 端 周 囲 に 設 け ら  
れ た 下 面 視 が 環 状 の 連 結 部 ２ ３ ｂ と を 有 す る 。 連 結 部 ２ ３ ｂ は 、 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ の 被 連  
結 部 ２ １ ｃ へ の 嵌 め 込 み と そ の 解 除 を 可 能 と し て い る と と も に 、 第 ４ 外 郭 要 素 ２ ３ を 上 下  
反 転 し た 状 態 で 、 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ の 被 連 結 部 ２ １ ｃ へ の 嵌 め 込 み と そ の 解 除 を 可 能 と し  
て い る （ 図 ５ （ Ｃ ） の ２ 点 鎖 線 を 参 照 ） 。 図 面 に は 連 結 部 ２ ３ ｂ と し て 被 連 結 部 ２ １ ｃ の  
深 さ と 同 じ 厚 さ の も の を 描 い て い る が 、 連 結 部 ２ ３ ｂ の 厚 さ を 被 連 結 部 ２ １ ｃ の 深 さ よ り  
も 多 少 大 き く し て よ い し 小 さ く し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
第 ４ 外 郭 要 素 ２ ３ の 上 下 方 向 寸 法 は 、 好 ま し く は 図 ５ （ Ａ ） に 示 し た 容 器 ２ ０ の 上 下 方 向  
寸 法 の １ ／ ４ 以 下 で あ る 。 ち な み に 、 容 器 ２ ０ の 最 大 寸 法 お よ び 合 成 樹 脂 の 種 類 等 に も よ  
る が 、 本 体 部 ２ ３ ａ の 厚 さ は 好 ま し く は １ ｍ ｍ ～ ２ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
第 ２ 外 郭 要 素 ２ ２ を 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ に 連 結 す る と き は 、 第 ２ 外 郭 要 素 ２ ２ の 各 脚 部 ２ ２  
ｂ の 連 結 部 ２ ２ ｂ １ を 、 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ の 各 被 連 結 部 ２ １ ｂ １ に 嵌 め 込 め ば よ い （ 図 １  
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（ Ｄ ） を 参 照 ） 。 ま た 、 第 ４ 外 郭 要 素 ２ ３ を 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ に 連 結 す る と き に は 、 第 ４  
外 郭 要 素 ２ ３ の 連 結 部 ２ ３ ｂ を 、 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ の 被 連 結 部 ２ １ ｃ に 嵌 め 込 め ば よ い （  
図 ５ （ Ｃ ） を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
第 ２ 外 郭 要 素 ２ ２ と 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ と 第 ４ 外 郭 要 素 ２ ３ と を 連 結 し た 状 態 で は 、 第 ２ 外  
郭 要 素 ２ ２ の 各 脚 部 ２ ２ ｂ の 間 隙 に よ り ２ 個 の 開 口 部 Ｏ Ｐ が 第 ２ 外 郭 要 素 ２ ２ の 本 体 部 ２  
２ ａ と 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ と の 間 に 形 成 さ れ る 。 第 ２ 外 郭 要 素 ２ ２ の 各 脚 部 ２ ２ ｂ が 同 じ 幅  
を 有 し 下 面 視 で １ ８ ０ 度 対 称 の 場 合 、 各 開 口 部 Ｏ Ｐ は 同 じ 開 口 面 積 と な る （ 図 ５ （ Ａ ） を  
参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
す な わ ち 、 第 ２ 外 郭 要 素 ２ ２ と 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ と 第 ４ 外 郭 要 素 ２ ３ と を 連 結 し た 後 の 容  
器 ２ ０ の 外 郭 は 球 状 の 外 観 を 成 し 、 内 部 空 間 に 通 じ る ２ 個 の 開 口 部 Ｏ Ｐ を 外 表 面 に 形 成 す  
る も の と な る （ 図 ５ （ Ａ ） を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
な お 、 容 器 ２ ０ に 収 納 可 能 な 玩 具 Ｔ Ｏ Ｙ と 前 記 容 器 ２ ０ へ の 玩 具 Ｔ Ｏ Ｙ の 収 納 方 法 （ 取 出  
方 法 を 含 む ） は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 容 器 １ ０ と 同 じ で あ る た め 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
次 に 、 図 ７ を 用 い て 、 容 器 ２ ０ を 構 成 す る 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ お よ び 第 ４ 外 郭 要 素 ２ ３ の 利  
用 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ お よ び 第 ４ 外 郭 要 素 ２ ３ は 、 卓 上 等 に 載 置 可 能 な 玩 具 用 の 観 賞 用 具 と し  
て 利 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ お よ び 第 ４ 外 郭 要 素 ２ ３ を 観 賞 用 具 と し て 利 用 す る 場 合 に は 、 玩 具 収 納  
後 の 容 器 ２ ０ （ 玩 具 収 納 物 品 ） の 第 ２ 外 郭 要 素 ２ ２ と 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ と の 連 結 を 解 除 し  
、 図 ７ （ Ａ ） 示 し た よ う に 、 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ と 第 ４ 外 郭 要 素 ２ ３ と の 連 結 を 解 除 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
そ し て 、 図 ７ （ Ｂ ） に 示 し た よ う に 、 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ を 上 下 反 転 し て 卓 上 等 の 被 載 置 面  
（ 図 ７ （ Ｂ ） の ２ 点 鎖 線 を 参 照 ） に 載 置 し 、 第 ４ 外 郭 要 素 ２ ３ を 上 下 反 転 し て 連 結 部 ２ ３  
ｂ を 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ の 被 連 結 部 ２ １ ｃ に 嵌 め 込 む 。 こ の 嵌 め 込 み 時 に は 第 ４ 外 郭 要 素 ２  
３ の 本 体 部 ２ ３ ａ は 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ の 貫 通 孔 ２ １ ｃ １ に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
そ し て 、 図 ７ （ Ｃ ） に 示 し た よ う に 、 図 ７ （ Ｂ ） に 示 し た 観 賞 用 具 の 上 に 、 玩 具 収 納 後 の  
容 器 １ ０ （ 玩 具 収 納 物 品 ） か ら 取 り 出 し た 玩 具 Ｔ Ｏ Ｙ を 乗 せ る 。 図 面 に は 玩 具 Ｔ Ｏ Ｙ と し  
て 球 状 の も の を 便 宜 的 に 描 い て い る が 、 玩 具 Ｔ Ｏ Ｙ は 球 状 以 外 の 外 観 を 成 す 立 体 物 で あ っ  
て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
次 に 、 図 ８ を 用 い て 、 前 記 容 器 ２ ０ の 変 形 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
図 ５ お よ び 図 ６ に は 第 ４ 外 郭 要 素 ２ ３ と し て 被 連 結 部 ２ １ ｃ の 周 囲 に 環 状 の 平 坦 面 ２ １ ｃ  
２ が 形 成 さ れ る も の を 示 し た が 、 図 ８ に 示 し た よ う に 、 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ の 被 連 結 部 ２ １  
ｃ の 下 端 が 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ の 外 表 面 に 位 置 す る よ う に す れ ば 、 被 連 結 部 ２ １ ｃ の 周 囲 か  
ら 環 状 の 平 坦 面 ２ １ ｃ ２ を 排 除 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の よ う に し て も 、 第 ３ 外 郭 要 素  
２ １ の 被 連 結 部 ２ １ ｃ へ の 第 ４ 外 郭 要 素 ２ ３ の 連 結 部 ２ ３ ｂ の 嵌 め 込 み お よ び そ の 解 除 （  
第 ４ 外 郭 要 素 ２ ３ を 反 転 し た 場 合 も 含 む ） が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
な お 、 第 ２ 外 郭 要 素 ２ ２ お よ び 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ に 関 す る 変 形 例 は 、 第 １ 実 施 形 態 で 述 べ  
た 第 ２ 外 郭 要 素 １ ２ お よ び 第 １ 外 郭 要 素 １ １ に 関 す る 変 形 例 と 同 じ で あ る た め 、 そ の 説 明  
を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
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次 に 、 前 記 容 器 ２ ０ に よ っ て 得 ら れ る 主 た る 効 果 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
容 器 ２ ０ は 、 当 該 容 器 ２ ０ を 構 成 す る 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ お よ び 第 ４ 外 郭 要 素 ２ ３ を 玩 具 Ｔ  
Ｏ Ｙ 用 の 観 賞 用 具 と し て 利 用 可 能 で あ る た め 、 同 様 の 観 賞 用 具 を 別 途 購 入 す る 必 要 が な い  
。 ま た 、 観 賞 用 具 と し て 利 用 可 能 な 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ お よ び 第 ４ 外 郭 要 素 ２ ３ が 廃 棄 さ れ  
る 可 能 性 が 低 く な る た め 、 環 境 保 全 に よ り 貢 献 で き る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
な お 、 容 器 ２ ０ に よ っ て 得 ら れ る 他 の 主 た る 効 果 は 、 第 １ 実 施 形 態 で 述 べ た 主 た る 効 果 と  
同 じ で あ る た め 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
《 第 ３ 実 施 形 態 》
次 に 、 図 ９ ～ 図 １ １ を 用 い て 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 玩 具 収 納 用 容 器 ３ ０ （ 以 下 、  
単 に 容 器 ３ ０ と 言 う ） の 構 成 を 説 明 す る 。 な お 、 こ の 説 明 で は 第 １ お よ び 第 ２ 実 施 形 態 の  
説 明 で 用 い た 図 を 適 宜 引 用 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
こ の 容 器 ３ ０ は 、 第 １ お よ び 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 容 器 １ ０ お よ び ２ ０ と 同 様 、 自 動 販 売 機  
等 の 物 品 供 給 装 置 で 玩 具 を 供 給 す る と き に 用 い ら れ る 玩 具 収 納 用 の 容 器 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
こ の 容 器 ３ ０ が 、 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 容 器 ２ ０ と 異 な る と こ ろ は 、
・ 第 ２ 外 郭 要 素 ３ ２ の 本 体 部 ３ ２ ａ の 外 表 面 に 設 け ら れ た 溝 状 の 収 容 部 ３ ２ ｃ に 収 容 可 能
な 玩 具 支 持 用 の 支 持 要 素 ３ ４ を 、 さ ら に 備 え る 点
に あ る 。 第 ２ 実 施 形 態 と 同 様 、 容 器 ３ ０ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 容 器 １ ０ の 第 １ 外 郭 要 素  
１ １ を 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ と 第 ４ 外 郭 要 素 ３ ３ と に よ っ て 構 成 し た も の で あ る た め 、 第 ３ 実  
施 形 態 に 係 る 容 器 ３ ０ の 説 明 に 「 第 １ 外 郭 要 素 」 の 名 称 を 便 宜 上 使 用 し て い な い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
す な わ ち 、 容 器 ３ ０ は 、 合 成 樹 脂 製 の 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ と 、 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ に 連 結 可 能  
な 合 成 樹 脂 製 の 第 ２ 外 郭 要 素 ３ ２ と 、 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ に 連 結 可 能 な 合 成 樹 脂 製 の 第 ４ 外  
郭 要 素 ３ ３ と 、 玩 具 支 持 用 の 支 持 要 素 ３ ４ と 、 か ら 構 成 さ れ て お り 、 当 該 容 器 ３ ０ は 、 第  
２ 外 郭 要 素 ３ ２ と 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ と 第 ４ 外 郭 要 素 ３ ３ と を 連 結 し 、 か つ 、 支 持 要 素 ３ ４  
の 本 体 部 ３ ４ ａ を 第 ２ 外 郭 要 素 ３ ２ の 収 容 部 ３ ２ ｃ に 収 容 し た 状 態 に お い て 内 部 空 間 （ 符  
号 省 略 ） と 通 じ る ２ 個 の 開 口 部 Ｏ Ｐ を 外 表 面 （ 第 ２ 外 郭 要 素 ３ ２ 側 ） に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ は 、 外 観 が 球 台 状 の 本 体 部 ３ １ ａ と 、 本 体 部 ３ １ ａ の 上 端 内 側 に 設 け ら  
れ た 上 面 視 で １ ８ ０ 度 対 称 の ２ 個 の 張 出 部 ３ １ ｂ と を 有 し 、 各 張 出 部 ３ １ ｂ に は 、 上 面 視  
で １ ８ ０ 度 対 称 の 矩 形 状 の 被 連 結 部 ３ １ ｂ １ と 、 上 面 視 で １ ８ ０ 度 対 称 の 楕 円 状 の 第 １ 差  
込 部 ３ １ ｂ ２ と 、 が 設 け ら れ て い る （ 図 １ ０ （ Ａ ） を 参 照 ） 。 各 張 出 部 ３ １ ｂ の 上 面 は 、  
本 体 部 ３ １ ａ の 上 端 と 面 一 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
ま た 、 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ は 、 本 体 部 ３ １ ａ の 下 端 に 設 け ら れ た 下 面 視 が 円 状 の 被 連 結 部 ３  
１ ｃ と 、 被 連 結 部 ３ １ ｃ の 内 側 に 設 け ら れ た 下 面 視 が 円 状 の 貫 通 孔 ３ １ ｃ １ と を 有 し 、 被  
連 結 部 ３ １ ｃ の 周 囲 （ 本 体 部 ３ １ ａ の 下 端 ） は 、 下 面 視 が 環 状 の 平 坦 面 （ 符 号 省 略 ） と な  
っ て い る （ 図 ５ （ Ｃ ） を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
さ ら に 、 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ は 、 本 体 部 ３ １ ａ の 被 連 結 部 ３ １ ｃ の 内 側 に 、 下 面 視 が 第 １ 差  
込 部 ３ １ ｂ ２ と 同 じ 楕 円 状 の 第 ２ 差 込 部 ３ １ ｄ １ が 設 け ら れ た 張 出 部 ３ １ ｄ を 有 す る （ 図  
９ （ Ｄ ） お よ び 図 １ ０ （ Ａ ） を 参 照 ） 。 張 出 部 ３ １ ｄ の 下 面 は 、 本 体 部 ３ １ ａ の 下 端 と 面  
一 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ の 上 下 方 向 寸 法 は 、 好 ま し く は 図 ９ （ Ａ ） に 示 し た 容 器 ３ ０ の 上 下 方 向  
寸 法 の １ ／ ３ 以 下 で あ る 。 ち な み に 、 容 器 ３ ０ の 最 大 寸 法 お よ び 合 成 樹 脂 の 種 類 等 に も よ  
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る が 、 本 体 部 ３ １ ａ の 厚 さ は 好 ま し く は １ ｍ ｍ ～ ２ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
第 ２ 外 郭 要 素 ３ ２ は 、 外 観 が 球 欠 状 の 本 体 部 ３ ２ ａ と 、 本 体 部 ３ ２ ａ の 下 端 に 設 け ら れ た  
下 面 視 で １ ８ ０ 度 対 称 の ２ 個 の 横 断 面 矩 形 状 の 脚 部 ３ ２ ｂ と を 有 し 、 各 脚 部 ３ ２ ｂ の 下 端  
に は 、 下 面 視 で １ ８ ０ 度 対 称 の 横 断 面 矩 形 状 の 連 結 部 ３ ２ ｂ １ （ 図 １ ０ （ Ｂ ） を 参 照 ） が  
設 け ら れ て い る 。 各 脚 部 ３ ２ ｂ の 連 結 部 ３ ２ ｂ １ は 、 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ の 各 被 連 結 部 ３ １  
ｂ １ へ の 嵌 め 込 み と そ の 解 除 を 可 能 と し て い る 。 第 １ お よ び 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 容 器 １ ０  
お よ び ２ ０ と 同 様 、 連 結 部 ３ ２ ｂ １ の 幅 は 脚 部 ３ ２ ｂ の 幅 と 同 じ に し て も よ い 。 無 論 、 嵌  
め 込 み と そ の 解 除 が 可 能 で あ れ ば 、 各 連 結 部 ３ ２ ｂ １ と 各 被 連 結 部 ３ １ ｂ １ は 、 横 断 面 が  
円 状 や 多 角 状 等 の も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
各 脚 部 ３ ２ ｂ の 外 表 面 は 本 体 部 ３ ２ ａ の 外 表 面 と 連 続 す る 丸 み が あ り 、 内 面 は 平 坦 面 で あ  
る た め 、 本 体 部 ３ ２ ａ と 厚 さ と 同 じ 上 端 よ り も 下 方 に は 本 体 部 ３ ２ ａ よ り も 厚 さ が 大 き い  
部 分 が あ る 。 各 脚 部 ３ ２ ｂ に 本 体 部 ３ ２ ａ よ り も 厚 さ が 大 き な 部 分 を 設 け た 理 由 は 、 各 脚  
部 ３ ２ ｂ の 幅 が 小 さ い 場 合 の 強 度 向 上 を 図 る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
ま た 、 第 ２ 外 郭 要 素 ３ ２ は 、 本 体 部 ３ ２ ａ の 外 表 面 に 、 支 持 要 素 ３ ４ の 本 体 部 ３ ４ ａ を 収  
容 可 能 な 溝 状 の 収 容 部 ３ ２ ｃ を 有 し 、 収 容 部 ３ ２ ｃ の 内 側 に は 、 縦 断 面 Ｕ 字 状 の 座 部 ３ ２  
ｄ が 設 け ら れ て い る （ 図 ９ （ Ａ ） ～ 図 ９ （ Ｃ ） と 図 １ ０ （ Ｂ ） を 参 照 ） 。 図 面 に は 座 部 ３  
２ ｄ と し て 収 容 部 ３ ２ ｃ の 中 央 部 分 の み に 対 応 す る 寸 法 の も の を 描 い て い る が 、 座 部 ３ ２  
ｄ は 収 容 部 ３ ２ ｃ の 全 域 に 対 応 す る 寸 法 の も の で あ っ て も よ い し 、 座 部 ３ ２ ｄ を ２ 個 以 上  
と し て 収 容 部 ３ ２ ｃ に 沿 っ て 間 隔 を お い て 設 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
収 容 部 ３ ２ ｃ は 、 各 脚 部 ３ ２ ｂ の 基 端 を 結 ぶ よ う に 本 体 部 ３ ２ ａ の 外 表 面 に 設 け ら れ て い  
る 。 こ の よ う に し た 理 由 は 、 収 容 部 ３ ２ ｃ に 支 持 要 素 ３ ４ の 本 体 部 ３ ４ を 収 容 し た 状 態 に  
お い て （ 図 ９ （ Ａ ） ～ 図 ９ （ Ｃ ） を 参 照 ） 、 支 持 要 素 ３ ４ の 角 度 可 変 部 ３ ４ ｂ に よ っ て 各  
開 口 部 Ｏ Ｐ が 分 断 さ れ な い よ う に す る こ と と 、 各 脚 部 ３ ２ ｂ の 強 度 を 支 持 要 素 ３ ４ の 角 度  
可 変 部 ３ ４ ｂ に よ っ て 補 え る よ う に し た こ と に あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
第 ２ 外 郭 要 素 ３ ２ の 上 下 方 向 寸 法 は 、 図 ９ （ Ａ ） に 示 し た 容 器 ３ ０ の 上 下 方 向 寸 法 の １ ／  
２ よ り も 大 き い も の の 、 本 体 部 ３ ２ ａ の 上 下 方 向 寸 法 は 、 好 ま し く は 図 ９ （ Ａ ） に 示 し た  
容 器 ３ ０ の 上 下 方 向 寸 法 の １ ／ ３ 以 下 で あ る 。 ち な み に 、 容 器 ３ ０ の 最 大 寸 法 お よ び 合 成  
樹 脂 の 種 類 等 に も よ る が 、 本 体 部 ３ ２ ａ の 厚 さ は 好 ま し く は １ ｍ ｍ ～ ２ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
第 ４ 外 郭 要 素 ３ ３ は 、 外 観 が 球 欠 状 の 本 体 部 ３ ３ ａ と 、 本 体 部 ３ ３ ａ の 上 端 周 囲 に 設 け ら  
れ た 下 面 視 が 環 状 の 連 結 部 ３ ３ ｂ と を 有 し 、 第 ４ 外 郭 要 素 ３ ３ の 上 端 周 囲 に は 、 第 ３ 外 郭  
要 素 ３ １ の 第 ２ 差 込 部 ３ １ ｄ １ （ 張 出 部 ３ １ ｄ ） を 受 容 す る 上 下 面 視 が Ｕ 字 状 の 受 容 部 ３  
３ ｃ が 設 け ら れ て い る （ 図 ９ （ Ｄ ） お よ び 図 １ ０ （ Ｃ ） を 参 照 ） 。 連 結 部 ３ ３ ｂ は 、 第 ３  
外 郭 要 素 ３ １ の 被 連 結 部 ３ １ ｃ へ の 嵌 め 込 み と そ の 解 除 を 可 能 と し て い る と と も に 、 第 ４  
外 郭 要 素 ３ ３ を 上 下 反 転 し た 状 態 で 、 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ の 被 連 結 部 ３ １ ｃ へ の 嵌 め 込 み と  
そ の 解 除 を 可 能 と し て い る （ 図 ５ （ Ｃ ） の ２ 点 鎖 線 を 参 照 ） 。 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 容 器 ２  
０ と 同 様 、 連 結 部 ３ ３ ｂ の 厚 さ は 被 連 結 部 ３ １ ｃ の 深 さ よ り も 多 少 大 き く し て よ い し 小 さ  
く し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
第 ４ 外 郭 要 素 ３ ３ の 上 下 方 向 寸 法 は 、 好 ま し く は 図 ９ （ Ａ ） に 示 し た 容 器 ３ ０ の 上 下 方 向  
寸 法 の １ ／ ４ 以 下 で あ る 。 ち な み に 、 容 器 ３ ０ の 最 大 寸 法 お よ び 合 成 樹 脂 の 種 類 等 に も よ  
る が 、 本 体 部 ３ ３ ａ の 厚 さ は 好 ま し く は １ ｍ ｍ ～ ２ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
支 持 要 素 ３ ４ は 、 本 体 部 ３ ４ ａ と 、 本 体 部 ３ ４ ａ の 両 先 端 に 設 け ら れ た 角 度 可 変 部 ３ ４ ｂ  
と を 有 す る （ 図 １ １ （ Ａ ） お よ び 図 １ １ （ Ｂ ） を 参 照 ） 。 本 体 部 ３ ４ ａ は 湾 曲 し た 形 を 成  
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し 、 前 面 視 お よ び 後 面 視 に お け る 上 側 の 丸 み は 、 第 ２ 外 郭 要 素 ３ ２ の 外 表 面 の 丸 み に 相 当  
す る 。 換 言 す れ ば 、 第 ２ 外 郭 要 素 ３ ２ の 収 容 部 ３ ２ ｃ は 、 湾 曲 し た 形 を 成 す 本 体 部 ３ ４ ａ  
の 収 容 と 取 り 出 し が 行 え る よ う に な っ て い る 。 各 角 度 可 変 部 ３ ４ ｂ は 同 一 の 形 状 お よ び 寸  
法 を 有 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
本 体 部 ３ ４ ａ は 断 面 が 円 状 で 、 各 先 端 の 後 側 に は 、 本 体 部 ３ ４ ａ の 太 さ よ り も 小 さ な 薄 厚  
部 ３ ４ ａ １ が あ り 、 薄 厚 部 ３ ４ ｂ １ に は 、 前 面 視 で ６ 角 状 の 貫 通 孔 ３ ４ ａ ２ が 前 後 方 向 に  
設 け ら れ て い る （ 図 １ １ （ Ｃ ） お よ び 図 １ １ （ Ｄ ） を 参 照 ） 。 各 角 度 可 変 部 ３ ４ ｂ は 、 前  
後 面 視 よ り も 左 右 側 面 視 の 太 さ が 大 き い 楕 円 状 の 横 断 面 を 有 し 、 各 上 端 の 前 側 に は 、 角 度  
可 変 部 ３ ４ ｂ の 側 面 太 さ よ り も 小 さ な 薄 肉 部 ３ ４ ｂ １ が あ り 、 薄 肉 部 ３ ４ ｂ １ に は 、 前 掲  
の 貫 通 孔 ３ ４ ａ ２ に 対 応 し た 後 面 視 で ６ 角 状 の 突 起 ３ ４ ｂ ２ が 前 後 方 向 に 設 け ら れ て い る  
（ 図 １ １ （ Ｅ ） ～ 図 １ １ （ Ｇ ） を 参 照 ） 。 各 角 度 可 変 部 ３ ４ ｂ の 下 端 は 、 第 ３ 外 郭 要 素 ３  
１ の 各 第 １ 差 込 部 ３ １ ｂ ２ と 第 ２ 差 込 部 ３ １ ｄ １ へ の 嵌 め 込 み と そ の 解 除 を 可 能 と し て い  
る （ 図 ９ （ Ｄ ） お よ び 図 ９ （ Ｅ ） を 参 照 ） 。 無 論 、 第 ２ 外 郭 要 素 ３ ２ の 収 容 部 ３ ２ ｃ へ の  
収 容 と 取 り 出 し が 可 能 で あ れ ば 、 本 体 部 ３ ４ ａ の 断 面 は 多 角 状 等 の も の で あ っ て も よ い 。  
ま た 、 嵌 め 込 み と そ の 解 除 が 可 能 で あ れ ば 、 角 度 可 変 部 ３ ４ ｂ と 各 第 １ 差 込 部 ３ １ ｂ ２ お  
よ び 第 ２ 差 込 部 ３ １ ｄ １ は 、 横 断 面 が 円 状 や 多 角 状 等 の も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
角 度 可 変 部 ３ ４ ｂ の 突 起 ３ ４ ｂ ２ は 、 本 体 部 ３ ４ ａ の 貫 通 孔 ３ ４ ａ ２ へ の 嵌 め 込 み と そ の  
解 除 を 可 能 と し て お り 、 貫 通 孔 ３ ４ ａ ２ へ の 嵌 め 込 み 向 き を 変 え る こ と で 、 本 体 部 ３ ４ ａ  
に 対 す る 角 度 を 前 後 面 視 に お い て ６ ０ 度 単 位 で 変 更 で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 角 度  
可 変 部 ３ ４ ｂ の 突 起 ３ ４ ｂ ２ を 本 体 部 ３ ４ ａ の 貫 通 孔 ３ ４ ａ ２ に 嵌 め 込 ん だ 状 態 に お け る  
角 度 可 変 部 ３ ４ ｂ の 側 面 太 さ は 、 好 ま し く は 本 体 部 ３ ４ ａ の 太 さ と 同 じ で あ る が 、 本 体 部  
３ ４ ａ の 太 さ よ り も 小 さ く し て も 多 少 大 き く す る こ と も 可 能 で あ る 。 無 論 、 嵌 め 込 み と そ  
の 解 除 、 な ら び に 、 角 度 変 化 が 可 能 で あ れ ば 、 角 度 可 変 部 ３ ４ ｂ の 突 起 ３ ４ ｂ ２ と 本 体 部  
３ ４ ａ の 貫 通 孔 ３ ４ ａ ２ は 、 断 面 が ６ 角 以 外 の 多 角 状 で あ っ て も よ く 、 嵌 め 合 い を 強 く す  
れ ば 断 面 が 円 状 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
第 ２ 外 郭 要 素 ３ ２ を 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ に 連 結 す る と き は 、 第 ２ 外 郭 要 素 ３ ２ の 各 脚 部 ３ ２  
ｂ の 連 結 部 ３ ２ ｂ １ を 、 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ の 各 被 連 結 部 ３ １ ｂ １ に 嵌 め 込 め ば よ い （ 図 １  
（ Ｄ ） を 参 照 ） 。 ま た 、 第 ４ 外 郭 要 素 ３ ３ を 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ に 連 結 す る と き に は 、 第 ４  
外 郭 要 素 ３ ３ の 連 結 部 ３ ３ ｂ を 、 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ の 被 連 結 部 ３ １ ｃ に 嵌 め 込 め ば よ い （  
図 ５ （ Ｃ ） を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
ま た 、 支 持 要 素 ３ ４ の 本 体 部 ３ ４ ａ を 第 ２ 外 郭 要 素 ３ ２ の 収 容 部 ３ ２ ｃ に 収 容 す る と き に  
は 、 支 持 要 素 ３ ４ の 本 体 部 ３ ４ ａ を 、 第 ２ 外 郭 要 素 ３ ２ の 上 か ら 収 容 部 ３ ２ ｃ に 挿 入 す る  
と と も に 、 支 持 要 素 ３ ４ の 各 角 度 下 縁 部 ３ ４ ｂ の 下 端 を 、 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ の 各 第 １ 差 込  
部 ３ １ ｂ ２ に 嵌 め 込 め ば よ い （ 図 ９ （ Ｅ ） を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ８ １ 】
第 ２ 外 郭 要 素 ３ ２ と 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ と 第 ４ 外 郭 要 素 ３ ３ と を 連 結 し 、 か つ 、 支 持 要 素 ３  
４ の 本 体 部 ３ ４ ａ を 第 ２ 外 郭 要 素 ３ ２ の 収 容 部 ３ ４ ｃ に 収 容 し た 状 態 で は 、 第 ２ 外 郭 要 素  
３ ２ の 各 脚 部 ３ ２ ｂ の 間 隙 に よ り ２ 個 の 開 口 部 Ｏ Ｐ が 第 ２ 外 郭 要 素 ３ ２ の 本 体 部 ３ ２ ａ と  
第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ と の 間 に 形 成 さ れ る 。 第 ２ 外 郭 要 素 ３ ２ の 各 脚 部 ３ ２ ｂ が 同 じ 幅 を 有 し  
下 面 視 で １ ８ ０ 度 対 称 の 場 合 、 各 開 口 部 Ｏ Ｐ は 同 じ 開 口 面 積 と な る （ 図 ９ （ Ａ ） ～ 図 ９ （  
Ｃ ） を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
す な わ ち 、 第 ２ 外 郭 要 素 ３ ２ と 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ と 第 ４ 外 郭 要 素 ３ ３ と を 連 結 し 、 か つ 、  
支 持 要 素 ３ ４ の 本 体 部 ３ ４ ａ を 第 ２ 外 郭 要 素 ３ ２ の 収 容 部 ３ ４ ｃ に 収 容 し た 後 の 容 器 ３ ０  
の 外 郭 は 球 状 の 外 観 を 成 し 、 内 部 空 間 に 通 じ る ２ 個 の 開 口 部 Ｏ Ｐ を 外 表 面 に 形 成 す る も の  
と な る （ 図 ９ （ Ａ ） ～ 図 ９ （ Ｃ ） を 参 照 ） 。
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【 ０ ０ ８ ３ 】
な お 、 容 器 ３ ０ に 収 納 可 能 な 玩 具 Ｔ Ｏ Ｙ と 前 記 容 器 ３ ０ へ の 玩 具 Ｔ Ｏ Ｙ の 収 納 方 法 （ 取 出  
方 法 を 含 む ） は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 容 器 １ ０ と 同 じ で あ る た め 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
次 に 、 図 １ ２ を 用 い て 、 容 器 ３ ０ を 構 成 す る 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ 、 第 ４ 外 郭 要 素 ３ ４ お よ び  
支 持 要 素 ３ ５ の 利 用 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ 、 第 ４ 外 郭 要 素 ３ ４ お よ び 支 持 要 素 ３ ５ は 、 卓 上 等 に 載 置 可 能 な 玩 具 用  
の 観 賞 用 具 と し て 利 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ 、 第 ４ 外 郭 要 素 ３ ４ お よ び 支 持 要 素 ３ ５ を 観 賞 用 具 と し て 利 用 す る 場 合  
に は 、 玩 具 収 納 後 の 容 器 ３ ０ （ 玩 具 収 納 物 品 ） の 第 ２ 外 郭 要 素 ３ ２ と 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ と  
の 連 結 を 解 除 し 、 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ と 第 ４ 外 郭 要 素 ３ ３ と の 連 結 を 解 除 す る と と も に （ 図  
７ （ Ａ ） を 参 照 ） 、 第 ２ 外 郭 要 素 ３ ２ か ら 支 持 要 素 ３ ４ を 取 り 出 す 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
そ し て 、 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ を 上 下 反 転 し て 卓 上 等 の 被 載 置 面 （ 図 １ ２ （ Ｂ ） の ２ 点 鎖 線 を  
参 照 ） に 載 置 し 、 第 ４ 外 郭 要 素 ３ ３ を 上 下 反 転 し 、 受 容 部 ３ ３ ｃ に 張 出 部 ３ １ ｄ が 入 る よ  
う に し て 連 結 部 ３ ３ ｂ を 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ の 被 連 結 部 ３ １ ｃ に 嵌 め 込 む （ 図 ７ （ Ｂ ） を 参  
照 ） 。 こ の 嵌 め 込 み 時 に は 第 ４ 外 郭 要 素 ３ ３ の 本 体 部 ３ ３ ａ は 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ の 貫 通 孔  
３ １ ｃ １ に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
そ し て 、 図 １ ２ （ Ａ ） お よ び 図 １ ２ （ Ｂ ） に 示 し た よ う に 、 支 持 要 素 ３ ４ の 一 方 の 角 度 可  
変 部 ３ ４ ｂ の 向 き を 変 更 し て 、 当 該 角 度 可 変 部 ３ ４ ｂ の 先 端 を 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ の 第 ２ 差  
込 部 ３ １ ｄ １ に 嵌 め 込 む 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
そ し て 、 図 １ ２ （ Ｂ ） に 示 し た よ う に 、 支 持 要 素 ３ ４ の 他 方 の 角 度 可 変 部 ３ ４ ｂ に 、 玩 具  
収 納 後 の 容 器 １ ０ （ 玩 具 収 納 物 品 ） か ら 取 り 出 し た 玩 具 Ｔ Ｏ Ｙ を 取 り 付 け る 。 な お 、 こ の  
取 り 付 け を 行 う に は 、 玩 具 Ｔ Ｏ Ｙ に 角 度 可 変 部 ３ ４ ｂ が 挿 入 可 能 な 穴 ま た は そ の 代 用 と な  
る 部 分 を 予 め 設 け て お く 必 要 が あ る 。 図 面 に は 玩 具 Ｔ Ｏ Ｙ と し て 球 状 の も の を 便 宜 的 に 描  
い て い る が 、 球 状 以 外 の 外 観 を 成 す 立 体 物 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
次 に 、 図 １ ３ を 用 い て 、 前 記 容 器 ３ ０ の 変 形 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
図 ９ ～ 図 １ １ に は 支 持 要 素 ３ ４ と し て 真 っ 直 ぐ な 角 度 可 変 部 ３ ４ ｂ を 有 す る も の を 示 し た  
が 、 玩 具 収 納 後 の 容 器 ３ ０ （ 玩 具 収 納 物 品 ） か ら 取 り 出 し た 玩 具 Ｔ Ｏ Ｙ に 前 掲 の 穴 ま た は  
そ の 代 用 と な る 部 分 が な い 場 合 に は 、 当 該 玩 具 の 一 部 を 取 り 付 け 可 能 な 支 持 補 助 要 素 を 容  
器 ３ ０ に 付 属 し て お く と よ い 。 付 属 の 方 法 と し て は 、 玩 具 Ｔ Ｏ Ｙ と 一 緒 に 支 持 補 助 要 素 を  
容 器 ３ ０ の 内 部 空 間 に 収 納 し て お く 方 法 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
図 １ ３ （ Ａ ） ～ 図 １ ３ （ Ｃ ） は 前 掲 の 支 持 補 助 要 素 の 一 例 を 示 す も の で あ っ て 、 図 示 例 の  
支 持 補 助 要 素 ３ ５ は 、 前 面 視 が Ｌ 字 状 の 本 体 部 ３ ５ ａ と 、 本 体 部 ３ ５ ａ の 左 端 に 設 け ら れ  
た 非 貫 通 の 穴 ３ ５ ｂ と 、 本 体 部 ３ ５ ａ の 上 端 に 設 け ら れ た 縦 断 面 Ｕ 字 状 の 支 持 部 ３ ５ ｃ と  
を 有 し て い る 。 支 持 補 助 要 素 ３ ５ の 穴 ３ ５ ｂ は 、 支 持 要 素 ３ ４ の 各 角 度 可 変 部 ３ ４ ｂ の の  
嵌 め 込 み と そ の 解 除 を 可 能 と し て い る （ 図 １ ３ （ Ｄ ） を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
図 １ ３ に 示 し た 支 持 補 助 要 素 ３ ５ を 容 器 ３ ０ に 付 属 し て お け ば 、 玩 具 収 納 後 の 容 器 ３ ０ （  
玩 具 収 納 物 品 ） か ら 取 り 出 し た 玩 具 に 支 持 部 ３ ５ ｃ に 嵌 め 込 み 可 能 な 部 位 が あ る 場 合 に 、  
当 該 玩 具 Ｔ Ｏ Ｙ を 支 持 補 助 要 素 ３ ５ を 介 し て 支 持 要 素 ３ ４ に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
支 持 補 助 要 素 ３ ５ は 図 １ ３ に 示 し た 態 様 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 支 持 要 素 ３ ５ の 各 角  
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度 可 変 部 ３ ４ ｂ の 断 面 形 に 応 じ た も の や 、 容 器 ３ ０ に 収 容 さ れ て い る 玩 具 に 応 じ た も の に  
適 宜 変 更 可 能 で あ る 。 換 言 す れ ば 、 支 持 補 助 要 素 を 数 種 類 用 意 し て お い て 容 器 ３ ０ に 収 納  
さ れ る 玩 具 に 応 じ た も の を 選 択 し て 付 属 さ れ せ れ ば 、 付 属 さ れ て い る 支 持 補 助 要 素 を 用 い  
て 玩 具 を 支 持 要 素 ３ ４ に 取 り 付 け る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
な お 、 第 ２ 外 郭 要 素 ３ ２ お よ び 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ に 関 す る 変 形 例 は 、 第 １ 実 施 形 態 で 述 べ  
た 第 ２ 外 郭 要 素 １ ２ お よ び 第 １ 外 郭 要 素 １ １ に 関 す る 変 形 例 と 同 じ で あ る た め 、 そ の 説 明  
を 省 略 す る 。 ま た 、 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ お よ び 第 ４ 外 郭 要 素 ３ ３ に 関 す る 変 形 例 は 、 第 ２ 実  
施 形 態 で 述 べ た 第 ３ 外 郭 要 素 ２ １ お よ び 第 ４ 外 郭 要 素 ２ ３ に 関 す る 変 形 例 と 同 じ で あ る た  
め 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
次 に 、 前 記 容 器 ３ ０ に よ っ て 得 ら れ る 主 た る 効 果 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
容 器 ３ ０ は 、 当 該 容 器 ３ ０ を 構 成 す る 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ 、 第 ４ 外 郭 要 素 ３ ３ お よ び 支 持 要  
素 ３ ４ を 玩 具 Ｔ Ｏ Ｙ 用 の 観 賞 用 具 と し て 利 用 可 能 で あ る た め 、 と り わ け 支 持 要 素 ３ ４ に 該  
当 す る 部 分 を 備 え た 同 様 の 観 賞 用 具 を 別 途 購 入 す る 必 要 が な い 。 ま た 、 観 賞 用 具 と し て 利  
用 可 能 な 第 ３ 外 郭 要 素 ３ １ 、 第 ４ 外 郭 要 素 ３ ３ お よ び 支 持 要 素 ３ ４ が 廃 棄 さ れ る 可 能 性 が  
低 く な る た め 、 こ の 点 に お い て 環 境 保 全 に よ り 貢 献 で き る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
な お 、 容 器 ３ ０ に よ っ て 得 ら れ る 他 の 主 た る 効 果 は 、 第 １ 実 施 形 態 で 述 べ た 主 た る 効 果 と  
同 じ で あ る た め 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ９ 】
１ ０ … 玩 具 収 納 用 容 器 、 １ １ … 第 １ 外 郭 要 素 、 １ １ ａ … 本 体 部 、 １ １ ｂ … 張 出 部 、 １ １ ｂ  
１ … 被 連 結 部 、 １ ２ … 第 ２ 外 郭 要 素 、 １ ２ ａ … 本 体 部 、 １ ２ ｂ ， １ ２ ｂ ’ … 脚 部 、 １ ２ ｂ １  
， １ ２ ｂ １ ’ … 連 結 凸 部 、 Ｏ Ｐ … 開 口 部 、 Ｔ Ｏ Ｙ … 玩 具 、 ２ ０ … 玩 具 収 納 用 容 器 、 ２ １ … 第  
３ 外 郭 要 素 、 ２ １ ａ … 本 体 部 、 ２ １ ｂ … 張 出 部 、 ２ １ ｂ １ … 被 連 結 部 、 ２ １ ｃ … 被 連 結 部  
、 ２ １ ｃ １ … 貫 通 孔 、 ２ ２ … 第 ２ 外 郭 要 素 、 ２ ２ ａ … 本 体 部 、 ２ ２ ｂ … 脚 部 、 ２ ３ … 第 ４  
外 郭 要 素 、 ２ ３ ａ … 本 体 部 、 ２ ３ ｂ … 連 結 部 、 ３ ０ … 玩 具 収 納 用 容 器 、 ３ １ … 第 ３ 外 郭 要  
素 、 ３ １ ａ … 本 体 部 、 ３ １ ｂ … 張 出 部 、 ３ １ ｂ １ … 被 連 結 部 、 ３ １ ｂ ２ … 第 １ 差 込 部 、 ３  
１ ｃ … 被 連 結 部 、 ３ １ ｄ … 張 出 部 、 ３ １ ｄ １ … 第 ２ 差 込 部 、 ３ １ ｃ １ … 貫 通 孔 、 ３ ２ … 第  
２ 外 郭 要 素 、 ３ ２ ａ … 本 体 部 、 ３ ２ ｂ … 脚 部 、 ３ ２ ｃ … 収 容 部 、 ３ ３ … 第 ４ 外 郭 要 素 、 ３  
３ ａ … 本 体 部 、 ３ ３ ｂ … 連 結 部 、 ３ ３ ｃ … 受 容 部 、 ３ ４ … 支 持 要 素 、 ３ ４ ａ … 本 体 部 、 ３  
４ ｂ … 角 度 可 変 部 、 ３ ５ … 支 持 補 助 要 素 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】
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